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2013年度春季大会講演予稿集の申込みについて

2013年度春季大会（５月15日～18日，於東京都渋谷

区）の予稿集（103号）の予約希望者は，下記により

E-mail，Fax，ハガキのいずれかで気象学会事務局

にお申込み下さい．定期購読されている方は，お申込

みの必要はありません．

大会会場でも販売しますが，印刷部数が限られてい

ます．確実に購入していただくためには，事前購入ま

たは定期購読をお勧めします．

記

申込み記入事項

（1）氏名と会員番号（会員でない方は「会員外」）

（2）予稿集の送付先

(「天気」の送付先と同じ場合は「天気と同じ」）

（3）103号のみ購入の場合は「103号のみ」，

103号以降定期購読する場合は「103号以降定期購

読」と記入

申込み先

日本気象学会事務局

〒100-0004東京都千代田区大手町1-3-4気象庁内

Fax：03-3216-4401

E-mail：metsoc-j＠aurora.ocn.ne.jp

申込みの締め切り

2013年５月７日（火）

価格及び支払い方法

3,500円（個人定期購読の価格は3,000円．会員外の

方は定期購読価格が適用されません）．

予稿集の発送とともに郵便振替用紙を送りますの

で，それにてお支払い下さい．

編集後記：私事ですが，気象研究所から気象庁観測部

に異動して，まる３年が経過しました．我が観測部の

大きな仕事の一つとして，観測を行い，品質管理をし

た上で，データを公開するということがあるのです

が，このような部署の性格上，データセットに関わる

話にいろいろ触れることになります．

先日も職務に関連して，「オープンデータ」なる概

念をはじめて知ったのですが，公的機関が保有する情

報を積極的に一般に公開し，有効に活用しようという

動きがあるようです．この点，当庁なぞはオープン

データを日常的に量産していると思うのですが，どう

でしょうか．また，本屋に出向くと，「ビッグデータ」

なる言葉を冠した本・雑誌が大流行しているのがわか

ります．巨大なデータセットを指す単語のようです

が，コンピュータとネットワーク，センサーの普及・

発展により，以前は収集したり，取り扱うのが困難

だった要素・容量のものでも解析・利用ができるよう

になってきたということで，ここを商機と睨んだ方が

多いように見受けました．巨大データを解析して，予

測まで行うといえば，気象学の専売特許だと思ってい

ましたが，どうやら今ではそうではないようです．

とはいえ，次回の気象学会春季大会で「気象庁デー

タを利用した気象研究の現状と展望」や「気候研究の

ための気象観測データベースの発展」と題した専門分

科会が実施されるのは，上記の動向とも無縁ではない

と存じます．また，日本地球惑星科学連合の次回の連

合大会では，「地球環境関連データセット展覧会」や

「情報地球惑星科学と大量データ処理」といったセッ

ションが持たれるようです．これらはまさに上述の

オープンデータ・ビッグデータに関連した研究集会と

思われます．今後はそれらの成果が学術誌等でも発表

されることでしょうから，今から楽しみです．

天気では，その昔，日本におけるインターネット利

用の「黎明期」にあたる1995年に，「気象学における

インターネット」と題した解説をのべ４ヶ月にわたっ

て連載したことがありました．小職も校正担当の編集

委員として，林先生の電脳倶楽部の原稿に赤を入れさ

せていただいた憶えがあります．あの頃の，ネットを

めぐる熱気はすごかったですね．今回のオープンデー

タやビッグデータといった用語が「バズワード（IT

業界の流行語）」に留まるのかどうか見極めも必要で

しょうが，「インターネット」に倣って，天気の解説

で特集してみるのも面白いかもしれません．

（別所康太郎)


